
はじめに

　保育者には日々の保育の振り返りや対話、記録の充実を図り、子どもの育ちや保育の過程を言語化して共

有していくこと、保育の評価や研修において常に「子どもにとってどうか」という視点から検討することが

求められている（保育所等における保育の質の確保・向上に関する検討会，2020）。また、「幼児教育の質の

向上について（中間報告）」（2020）では、幼児教育の場の課題として「経験に基づく知見が蓄積されにく

い状況」が挙げられ、「研修の充実等による資質の向上」の重要性が指摘されている。

　これらの課題をふまえ、筆者は子どもの姿に基づく保育の言語化を支えるための園内研修注１）を計画し、研

究協力園２園の保育者と２年間取り組んだ。本研究はこの園内研修を振り返り、子どもの姿に基づく保育の

言語化を支えるために園内研修をどのように実施し、どのように支援をするとよいかについて検討する。

１．子どもの姿に基づく保育を支える園内研修を計画するための先行研究

　

　始めに、この園内研修の計画のために参考とした先行研究を整理する。

　保育者の日々の保育の振り返りや対話の際には、その日特に心に残ったことを話題にすることが多いが（津

守，1997）、その記録をするならば、どのような様式でもエピソードが中心となる（河邉，2019a）。また、

保育の質を高めるためには、子どもの「事実（エピソード）」を書くこと、エピソード記録をもとに保育者

同士で語り合い、その子どもの理解を深めていくことが必要であると指摘されている（大豆生田他，2011）。

　エピソードを取り上げた園内研修には、例えば「エピソード記述」（鯨岡・鯨岡，2007）をもとにした保

育カンファレンスの試みがある（岡花他，2009）。この試みでは、保育者が「背景」もふまえてエピソード

を記述し考察することで、問題意識の明確化や子ども理解の枠組みの意識化が促された。また、他の保育者

も話し合いの視点が明確になり、エピソードを書いた保育者の思いや意図の言語化も促された。

　もっとも、その後の保育を考えるためには、エピソード記録だけでは十分でないと指摘されており（河邉，

2013）、記録の視点「ＳＯＡＰ」（表１参照）が提案されている（河邉，2019ab）。ＳＯＡＰを取り入れた

園内研修の試みもあり、他園の映像記録を視聴してＳ、О、Ａを書き出すことで、子どもの経験と保育者の

願いのつながりは意識できたが、Ａを導き出すことは難しかったという（関岡他，2019）。この思考過程を

身につけるには、ＳＯＡＰを取り入れた記録を書き続ける必要がある（河邉，2019b）。

　子どもの姿をもとに「子どもにとってどうか」という視点から検討するには、教師教育プログラム「ＡＬＡ

ＣＴモデル」（Korthagen et al., 2001）（図１参照）における「具体化を促す問い」の活用が有効である。この

モデルの第１局面は「行為（Action）」で、第２局面でその「行為を振り返る（Looking back on the action）」。

その中で第３局面の「本質的な諸相への気づき（Awareness of essential aspects）に至れば、第４局面の
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「行為の選択肢の拡大（Creating Alternative methods of action）」が起こり、第５局面の「試行（Trial）」

が行われる。このモデルでは、第２局面で「具体化を促す問い」をもとに自分と子どもの行為、考え、感情、

願いについて振り返ることで、「本質的な諸相への気づき」に至ることを促すようにしている。

　「具体化を促す問い」は保育者同士の省察への活用例もあり（表２参照）、自分と子どもの感情のずれに

気づくことが「本質的な諸相への気づき」に至る上で最も効果があったという（村井他，2020）。具体化を

促す問い」の５はＳＯＡＰのＳ（子どもの姿）、６・７・８はО（読み取り）に対応すると捉えられる。

「具体化を促す問い」とＳＯＡＰの関係を表３のように整理して捉えると、先行研究（関岡他，2019）で導き

出すのが難しいとされたＡ（保育者の願い）も考えやすくなる。

表１　保育記録に取り入れたい視点「ＳＯＡＰ」

Ｓ：Subjective Data（子どもの姿）
・誰と誰が、どこで、何をして遊んでいたか
・どのような人間関係が見られたか　　　 ・環境とどのように関わっていたか

О：Objective Data（読み取り）
・どこに面白さを感じていたか　　　　　 ・どのような経験をしていたか
・何か育っていると考えらえるか

Ａ：Assessment（願い） ・どのような成長につながりそうか　　　 ・次はどのような経験が必要になるか

Ｐ：Plan（環境の構成） ・次の成長を促すため、必要な経験が満たされるために、どのような環境構成や援助が必要か

注）河邉（2019ab）をもとに作成

　園内研修での学びや課題はその後の保育にいかし、次の園内研修につなげる必要もある。瀧川（2021）は

園外研修後に「どのような学びがあったかの言語化」「その学びが自分や自園にとってどのように大切か、

役立つかの概念化、言語化」「概念化したことをその後の保育に活かしていくこと」の自覚の重要性を指摘

し、報告書の例も提案している。園内研修の場合も、同様の手立てを考える必要がある。

　以上の先行研究をふまえ、筆者は子どもの姿に基づく保育の言語化を支援するために、ＳＯＡＰと「具体

化を促す問い」を活用したエピソード記録をもとに話し合い、研修後の記録も書く園内研修を計画した。

２．子どもの姿に基づく保育を支える園内研修の計画

２－１　研究協力園と園内研修の参加者

　保育所１園、幼稚園１園に研究協力を依頼した。保育所は筆者がこれまで園内研修に参加してきた園、幼

稚園は筆者が担当した講習に参加した園長が、講習内容をいかして保育記録を書いている園である。以下、

Ａ保育所、Ｂ幼稚園と表記する。この２園の園長に本研究への研究協力について内諾を得た上で、保育者に

研究の目的、方法、個人情報の保護等について口頭と文書で説明して研究協力を依頼すると、全員から文書

での同意が得られた。保護者にも研究の目的、個人情報の保護等について文書で説明して研究協力を依頼す

図１　ＡＬＡＣＴモデル（Korthagen et al., 2001）

表２　保育者同士の省察に用いたワークシート様式（村井他，2020）

０　できごとの様子

１．わたしは何をしたか ５．子どもは何をしたか

２．わたしは何を考えていたか ６．子どもは何を考えていたか

３．わたしはどう感じていたか ７．子どもはどう感じていたか

４．わたしはどうしたかったか
　　　　 （何を望んでいたか）

８．子どもはどうしたかったか
　　　　 （何を望んでいたか）

表３　「具体化を促す問い」とＳＯＡＰの関係

１．私は何をした？ ｄ ５．〇ちゃんは何をした？ ← Ｓ（子どもの姿）

２．私は何を考えていた？ ｔ ６．〇ちゃんは何を考えていた？

３．私はどう感じていた？ ｆ ７．〇ちゃんはどう感じていた？ ←О（読みとり）
４．私はどうしたかった？

（何を望んでいた？）
ｗ ８．〇ちゃんはどうしたかった？

（何を望んでいた？）

（どのような経験をしてほしいか）
（そのために どのような
環境構成・援助をしていきたいか）
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ると、全員から文書での同意が得られた。本研究は、筆者の勤務校の倫理審査委員会でも承認を得ている。

　園内研修に参加した保育者を表４、表５にまとめた。子どもの育ちや保育について継続的に話し合うこと

ができるように、同じ参加者で取り組んだ。Ａ保育所は各クラスの主担任保育者が参加し、２年目は１名が

加わった。園長、主任、筆者も参加した。Ｂ幼稚園は各クラスの担任保育者全員が参加し、筆者も参加した。

可能な場合は園長も参加した。

日 付 気づき 気づきを今後の保育にどのようにいかしていきたいか 備考
〇月〇日（〇）

第１回園内研修

○月○日（○）

表７　ポートフォリオ記録用紙の様式

２－２　園内研修の方法

　計画した園内研修の流れを表６にまとめた。園内研修開始前には、保育者にＳＯＡＰと「具体化を促す問

い」の考え方について資料（河邉，2019a；中田，2019）を用いて説明をした。園内研修で取り上げるエピ

ソード記録は、ＳＯＡＰと「具体化を促す問い」も意識して書くようにした。

　園内研修ではエピソード記録を書いた保育者の「エピソードを取り上げた理由・みんなで検討したいこと」

をふまえ、ＳＯＡＰと「具体化を促す問い」も意識して話し合いをした。園内研修後、保育者は「気づき」「気

づきを今後の保育にどのようにいかしていきたいか」を記録した。この記録は同じ用紙に第１回から順に書

き、記録する際にそれまでの記録を読めるようにした（表７参照。以下「ポートフォリオ記録」と表記する）。

この記録と園内研修の内容をまとめた記録をふまえて、Ａ保育所では園長、主任と、Ｂ幼稚園では園長と相

談の上、次回の園内研修の計画をした。

　園内研修での学びや課題をその後の保育にいかし、次の園内研修にもつなげることを意識できるように、

毎回の園内研修の始めに前回のポートフォリオ記録の内容を紹介した。Ａ保育所はこれまでも筆者が園内研

修に参加し、研修後のレポートをまとめて配付していたため、同様に文字化し配付して紹介した。Ｂ幼稚園

はこのような園内研修を初めて体験するため、記録に書きにくさが生じないように口頭で紹介した。

　各年度の最終回には、それまでの園内研修を振り返り、自分の変化や課題等について話す機会を設けた。

　各園の園内研修のテーマ、実施日、取り上げるエピソード記録の様式は、保育の中で大切にしていること

や日々の保育記録の様式をふまえて決めた（表８参照）。

表４　Ａ保育所の園内研修に参加した保育者

クラス 　１年目（保育経験） 　２年目

０歳児 Ａ先生（30年目） Ａ先生

１歳児 Ｂ先生（17年目） Ｂ先生

２歳児 Ｃ先生（25年目） Ｃ先生　Ｆ先生

３歳児 Ｄ先生（16年目） Ｇ先生（26年目）注）

４歳児 Ｅ先生（21年目） Ｄ先生

５歳児 Ｆ先生（９年目） Ｅ先生

注）Ｇ先生は２年目から参加した。

表５　Ｂ幼稚園の園内研修に参加した保育者

クラス 　１年目（保育経験） ２年目

３歳児 Ｈ先生（３年目）

Ｉ先生（11年目）

１年目と同じ
４歳児 Ｊ先生（３年目）

Ｋ先生（21年目）注）

５歳児 Ｅ先生（８年目）

注）Ｋ先生は他クラスで特に支援が必要な子どもの
　　保育も担当している。

表６　園内研修の流れ
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３．２園の園内研修における支援

　２園の２年間の園内研修において、筆者がどのような支援をしたかを中心に振り返る。園内研修の具体的

な内容については、Ａ保育所は中島（2024a,2025）を、Ｂ幼稚園は中島（2023,2024b）を参照されたい。

　２園の園内研修の基本的な流れは共通しているが（表６参照）、参加した保育者の経験年数（表４・５参

照）、各園の園内研修テーマ、エピソード記録の様式（表８参照）をふまえて具体的な支援を行った。

３－１　Ａ保育所の園内研修

　Ａ保育所の１年目の園内研修と筆者の支援を表９に、エピソード記録をもとにした話し合いの例を表 10

にまとめた。

　当初はエピソード記録を読んで紹介することが中心だったが、第三者である筆者にはわかりづらいことを

質問する中で、言語化が促された。他の保育者にも質問や「検討したいこと」についての考えを話してもら

うよう促すことで発言が増え、そのことでエピソード記録を書いた保育者の言語化がさらに促された。

　筆者は「具体化を促す問い」も活用して子どもの側から考えるための問いかけもした。そのことで、自分

の子どもの見方や保育について振り返り、気づいたことをもとに保育をする中でさらに新たな気づきを得た

保育者もいた（表９【第２回】、表 10 参照）。

　５歳児についての話し合いは、特にこれまでの担任保育者が当時の姿から読み取っていたことの言語化を

促し、どのような経験があって今の姿があるのか、今後どのような経験が必要かを考えて言語化する機会に

もなった（表９【第４回】５歳児クラス）。

　また、園内研修で話し合って大切にしたいと共有してきたことを、他の担任保育者にどのように伝えてい

くかということが課題となったため、園長の提案で、年度末に各クラスでエピソード記録をもとに話し合う

クラス会議を実施した（表９【第５回】【第６回】参照）。このクラス会議で、主担任保育者は園内研修で取

り上げた自分のエピソード記録をもとに話し合う中で、自分が大切にしたいことを言語化して伝え、若手保

育者が自分なりに言語化した思いや考えを聞くこともできた。

表８　各園で実施した園内研修のテーマ、実施日、取り上げたエピソード記録
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　２年目の園内研修と筆者の支援を表 11 にまとめた。園内研修のテーマである子どもの主体的な遊びを支

える保育を若手保育者にどのように伝えていくかが引き続き課題となったため、２年目は若手保育者にエ

ピソード記録を書いてもらい、クラス会議を実施した（表 11【第２回】【第３回】参照）。主担任保育者は、

この会議の中で若手保育者がエピソード記録をもとに言語化した子どもの見方、気になっていることや悩み

を知り、聞き役に回る事の大切さや聞き取ることの難しさも実感し、自分たちが大切にしたい保育を互いに

どのように言語化して共有するのかについて改めて考える機会となった（表 11【第６回】参照）。

表９　Ａ保育所の園内研修（１年目） 表 10　第４回園内研修  ２歳児クラスＣ先生

Ｄ：うん。フワーッと来て。（ショウが３歳児クラスのテラスに来て、Ｄ先生が見
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３－２　Ｂ幼稚園の園内研修

　Ｂ幼稚園の１年目の園内研修と筆者の支援を表 12 に、エピソード記録をもとにした話し合いの例を表 13

にまとめた。

　Ｂ幼稚園は保育経験が少ない保育者もいたため、第三者である筆者にはわかりづらいことを質問して言語

化を促すとともに、記録をもとに「子どもの姿」「読み取り」「願い」「環境構成」と順に考えて言語化する

ための支援を丁寧に行うようにした。他の保育者にも質問や「検討したいこと」についての考えを話しても

らうよう促すことで、保育者同士で質問し合うことも少しずつ増えた。

表 11　Ａ保育所の園内研修（２年目）

表 12　Ｂ幼稚園の園内研修（１年目） 表 13　第２回園内研修 ３歳児クラスＨ先生
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　その中で、子どもの姿の読み取りをするにはそれまでの経験や育ちもふまえる必要があると気づき、これ

までと違う視点からも見られるようになった保育者もいた（第 13 ポートフォリオ記録参照）。しかし、子ど

もの姿の読み取りから願いや環境構成を考えて言語化することは難しいことが多く、課題となった。

　２年目の園内研修と筆者の支援を表 14 に、エピソード記録をもとにした話し合いの例を表 15 にまとめた。

２年目も「子どもの姿」の「読み取り」から「願い」「環境構成」と具体的に考え、言語化できるように支

援した。「読み取り」をもとにした「願い」について特に丁寧に言語化してもらい、筆者が理解したことも

言語化して確かめ、その内容をふまえて「環境構成」について一緒に考えていった。話し合ったことをふま

えて環境構成をしてみたことでどのような気づきがあったかも尋ね、その後の保育にいかせているかを考え

られるようにした。記録としての写真についても一緒に考えていった。

表 14　Ｂ幼稚園の園内研修（２年目） 表 15　第３回園内研修 ３歳児クラスＩ先生

－199－



　その中で、子どもの姿に基づく環境構成について再考した保育者もいた。Ｉ先生は設定保育で絵の具を楽

しむ子どもの姿から、新たに設ける「造形コーナー」について考えるためにエピソード記録を取り上げたが、

話し合いの中でその「子どもの姿」の「読み取り」から「願い」を考えて「環境構成」をすること、その環

境の中での子どもの姿をさらに見ていくことが大切であると実感した（表 14【第 1 回】ポートフォリオ記

録参照）。Ｉ先生はその後、周りの環境を活用して試行錯誤して遊ぶ子どもの姿に着目し、読み取ったこと

をもとにその子どもへの願いを考え、環境構成をしていた。そして、その環境を活用して遊びを楽しむ子ど

もの姿も捉えていた（表 15 参照）。

　年度末にこれまでの園内研修を振り返り、特に課題となったのは、日々の保育の中でも子どもの姿をもと

に話ができる時間をどのように確保するかと、園内研修での気づきを実際に保育にいかし、「試してその後

どうだったのか」についてどのように話し合っていくかであった。

４．子どもの姿に基づく保育を言語化する園内研修のための支援

　子どもの姿に基づく保育を言語化する園内研修のための支援について、本研究の成果をもとに（１）エピ

ソード記録を書くための支援、（２）エピソード記録をもとに話し合うための支援、（３）園内研修と日々の

保育との循環をはかるための支援の点から考察する。

４－１　エピソード記録を書くための支援

　この園内研修は、園で大切にしたいことをふまえて決めたテーマをもとに、取り上げるエピソード記録を

継続的に書くようにした。このことは、保育者が日々の保育の中でテーマをもとに子どもの姿をよく見るこ

とを促した。「エピソードを取り上げた理由・みんなで検討したいこと」を考えることは、保育者の問題意

識の明確化と言語化を促し、「エピソード名」をつけることは、エピソードで伝えたいことの明確化と言語

化を促した。ＳＯＡＰと「具体化を促す問い」をふまえて書くことは、子どもの姿について読み取ったこと

をもとに保育者としての願い、そのための環境構成を考えること、その際に「子どもにとってどうか」とい

う視点から考えることを促した。

４－２　エピソード記録をもとに話し合うための支援

　この園内研修は、同じ参加者で継続的に取り組み、エピソード記録をもとにした話し合をする際は、記録

を書いた保育者の「エピソードを取り上げた理由・みんなで検討したいこと」をふまえるようにした。その

ことで、他の保育者もエピソード記録を書いた保育者の問題意識を理解して話し合うことができた。

　当初は第三者である筆者にはわかりづらいことについて、多くの質問をした。そのことで、保育者は子ど

もの姿、その場の状況、保育者としての自分の願い等について第三者にも伝わる言語化を意識するようになっ

た。他の保育者にも質問したいこと、「検討したいこと」についての考えを話すことを勧めたことで、次第

に他の保育者からの発言も増え、他の保育者から質問されることで保育者の言語化がさらに促された。

　エピソードを紹介する際も、当初はそのまま読むことが多かったが、次第に記録にないことも補足して語

ることが増え、エピソードの内容がよりわかりやすくなった。そのことで、さらに他の保育者からの質問も

増えた。特にＢ幼稚園のエピソード記録は日の記録から選んでいたため、その日には十分に書けなかったこ

と、その後の子どもの姿や自分の保育について考え、言語化する機会になった。

　また、Ｂ幼稚園は保育経験が少ない保育者もいたため、記録をもとに「子どもの姿」「読み取り」「願い」「環

境構成」と順に考えて言語化するための支援を丁寧に行うようにした。

　他の保育者に質問や「検討したいこと」についての考えを話してもらう中で、その場面の子どもの姿につ

いてだけでなく、その子どものそれまでの姿も一緒に振り返りながら、経験や育ちについても語り合い、保

育の中で大切にしたいことや今後の保育について一緒に考えることもできた。このような園内研修を重ねる

ことで、子どもの姿に基づく保育を言語化する力も身についていくと考える。

　特にＡ保育所５歳児についての話し合いでは、担任経験がある保育者が多く、日頃見ている子どもたちの

姿だけでなく、担任当時に捉えた姿も振り返って伝え合いながら、どのような経験をして今の姿があるのか

を考え、今後どのような経験が必要か話し合うことができた（表９【第４回】参照）。このことは、子ども

の育ちや保育について長期的に考える機会にもなった。また、Ａ保育所は１年目の第１回から、３歳未満児
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クラスの担任保育者がポートフォリオ記録に「担任間で共有ができているだろうか」と書いていた（表９【第

１回】参照）。この問題意識にそった話し合いを重ねたことは、各クラスでエピソード記録をもとに話し合

うクラス会議の実施につながった（表９【第５回】【第６回】参照）。

　筆者は「具体化を促す問い」を活用し、子どもの側から考えるための問いかけもしていった。そのことで、

Ａ保育所のＣ先生は自身の保育について振り返り、「合間の自由な遊び」という感覚しかなかったと気づい

た（表９【第２回】参照）。この気づきは、「本質的な諸相への気づき」（Korthagen et al.,2001）と捉えら

れ、この気づきによってＣ先生は一人一人の遊びをよく見ようとするようになったことで、よくわからない

と思っていた子どもの思いに気づく体験をしたことをまたエピソード記録に書き、園内研修で取り上げた（表

10 参照）。そして、このような園内研修によって「子どもの姿を理解する目が変わった」と捉えていた（表

９【第６回】参照）。Ｂ幼稚園 I先生は、設定保育の中での子どもの姿をもとに、設定予定の「造形コーナー」

での環境構成について考えたいとエピソード記録を取り上げたが、話し合いの中で子ども自身の興味のある

環境を構成し、子どもが経験することを見ていくことの大切さに気づいた（表 14【第１回】参照）。この気

づきも「本質的な諸相への気づき」と捉えられる。その後、I 先生は保育の中で周りの環境を活用して自分

なりに試行錯誤して遊ぶ子どもの姿に着目し、その姿についての読み取りから経験をしてほしいことについ

ての願いをもち、願いをもとに考えた環境構成に実際に取り組み、そこでの子どもの姿をさらに見て考える

ようになっていた（表 15 参照）。

　このような園内研修を重ねたことで、Ａ保育所のＣ先生は「共感により安心」できた、Ｆ先生は他の保育

者からの意見で子どもの成長がわかり「気持ちは楽になった」と語った（表９【第６回】参照）。Ｂ幼稚園

のＨ先生は「話しやすい雰囲気」の中で、自分の思いを話すことや他の保育者の意見からの発見が楽しくなっ

たと語った（表 14【第５回】参照）。この園内研修によって、さらに子どもや自分の保育について言語化し

たいという思いが強まったと考える。

４－３　園内研修と日々の保育との循環をはかるための支援

　毎回の園内研修後にポートフォリオ記録を書くことで、保育者はそれまでのポートフォリオ記録も読みな

がらその回の園内研修について振り返り、さらにポートフォリオ記録を書くことを繰り返した。このことも

園内研修での気づきを日々の保育にいかすこと、実際にいかすことができたかを振り返ることを促したと考

える。また、年度末には、それまでの園内研修を振り返る機会を設け、気づいたことや課題となったことを

考え、言語化し伝え合うことができるようにした。

　園内研修での話し合いをふまえて、みんなでその子どもの姿を見ていくこと、一緒に考えながら保育をし

ていこうと提案すること、その後のことも教えてほしいと伝えたり、以前の園内研修の内容を取り上げたり

もした。Ａ保育所は園長の提案で時間を確保し、クラス会議を実施する試みをしたが、２園とも日々の保育

の中でその後の保育について話し合う時間の確保は難しく、この点が課題となった。

おわりに

　本研究の成果と課題をふまえ、今後も各園で大切にしていることや日々の保育記録の様式、参加する保育

者の保育経験、日々の保育の中での時間の確保のための工夫等も考えながら、子どもの姿に基づく保育を言

語化する園内研修のための支援についてさらに検討していきたい。

注

１�）岸井（2016）は園内研修を「実践について同じ職場内の者が一緒に探求し、自らの専門的力量を高めて

いこうとするいとなみ」と定義し、園内研修、園内研究、О J Ｔ、保育カンファレンス等の言葉が混同し

たまま使用される実態もあるが、方法や内容の重なりは多く、保育の質の向上という目的は同じであると

述べている。本研究も園内研修をこのように捉えて取り組んだ。

２�）ポートフォリオ記録の「気づき」「気づきを今後の保育にどのようにいかしていきたいか」の記述内容

には明確な区別がない部分もあったため、一緒にまとめた。
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